
《
論

説
》

請
負
契
約
に
お
け
る
複
数
関
与
者
と
法
律
関
係

・
序
説

下
請
負
人
を
素
材
と
し
て

東洋法学　第52巻第2号（2009年3月）

　
　
は
じ
め
に

三
　
下
請
負
に
お
け
る
三
角
関
係
と
法
的
問
題

　
1
　
請
負
契
約
に
お
け
る
複
数
関
与
者

　
2
　
〈
複
数
関
与
者
の
法
律
関
係
〉
研
究
の
必
要
性

二
　
下
請
負
の
態
様
と
下
請
負
を
め
ぐ
る
法
的
問
題

　
1
　
下
請
負
の
態
様

　
2
　
下
請
負
を
め
ぐ
る
法
的
問
題

芦
　
野

詞

口矛

　
1
　
下
請
負
人
の
行
為
が
注
文
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

　
2
　
注
文
者
の
行
為
が
下
請
負
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

　
3
　
元
請
負
人
の
行
為
が
注
文
者
・
下
請
負
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

　
4
　
下
請
負
人
の
行
為
が
元
請
負
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

四
　
《
多
角
的
法
律
関
係
》
の
有
用
性
と
考
慮
す
べ
き
要
素

五
　
お
わ
り
に
1
下
請
負
人
を
め
ぐ
る
諸
外
国
の
法
状
況
1
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は
じ
め
に

　
1
　
請
負
契
約
に
お
け
る
複
数
関
与
者

　
請
負
契
約
と
は
相
手
方
の
一
方
が
仕
事
の
完
成
を
約
束
し
、
相
手
方
が
そ
れ
に
対
し
て
報
酬
の
支
払
い
を
約
束
す
る
契
約
で
あ
る

（
民
法
六
三
二
条
）
。
我
が
民
法
の
立
法
当
時
に
想
定
さ
れ
て
い
た
請
負
契
約
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
「
仕
立
屋
に
仕
立
て
を
あ
つ

ら
え
さ
せ
る
」
「
大
工
に
た
ば
こ
盆
を
こ
し
ら
え
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
小
さ
く
単
純
な
仕
事
に
つ
い
て
く
注
文
者
V
と
〈
請
負

人
〉
と
い
う
二
当
事
者
が
互
い
に
意
思
表
示
を
し
、
「
報
酬
支
払
い
」
及
び
「
仕
事
の
完
成
」
と
い
っ
た
債
務
を
〈
注
文
者
〉
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

〈
請
負
人
〉
自
ら
が
履
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
直
接
の
契
約
当
事
者
以
外
の
者
が
登
場
す
る
場
面
と
し
て
は
、
せ
い
ぜ
い
、

大
工
の
棟
梁
に
依
頼
を
し
、
そ
れ
を
引
き
受
け
た
親
方
が
弟
子
を
使
う
こ
と
に
よ
り
仕
事
を
完
成
す
る
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
で
し
か

　（2

）

な
い
。

　
し
か
し
、
産
業
が
発
達
し
た
今
日
で
は
上
記
の
よ
う
な
契
約
モ
デ
ル
と
し
て
の
請
負
契
約
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
多
く

の
場
合
に
は
直
接
の
契
約
当
事
者
以
外
の
者
が
契
約
の
成
立
段
階
か
ら
終
了
ま
で
の
間
に
様
々
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、

建
物
建
築
の
場
合
で
は
、
〈
注
文
者
〉
と
〈
請
負
人
〉
の
ほ
か
に
、
成
立
段
階
に
お
い
て
は
〈
不
動
産
業
者
〉
〈
融
資
機
関
〉
〈
設
計
士
〉

な
ど
が
関
与
す
る
場
合
が
あ
ろ
う
し
、
履
行
段
階
で
は
〈
資
材
の
納
入
業
者
〉
な
ど
の
請
負
人
と
の
取
引
業
者
、
さ
ら
に
は
〈
下
請
負

人
〉
な
ど
複
数
の
関
与
者
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
下
請
負
に
つ
い
て
も
一
次
下
請
、
二
次
下
請
…
…
と
階
層
的
な
者
が

存
在
す
る
（
特
殊
な
例
と
し
て
は
、
施
行
能
力
の
な
い
業
者
が
受
注
し
た
後
に
丸
投
げ
を
す
る
〈
上
請
け
〉
、
同
等
の
能
力
の
者
に
仕
事
を
回
す

〈
横
請
け
〉
な
ど
が
存
在
す
る
場
合
も
あ
る
）
。
さ
ら
に
は
〈
不
動
産
鑑
定
士
〉
〈
司
法
書
士
〉
な
ど
の
者
も
関
与
者
に
含
め
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
者
は
注
文
者
が
自
ら
選
定
し
直
接
契
約
を
行
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
請
負
人
と
関
与
者
と
の
間
で
何
ら
か
の
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提
携
が
な
さ
れ
て
お
り
注
文
者
が
積
極
的
に
選
定
し
た
訳
で
は
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
注
文
者
が
そ
の
選
定
に
何
ら
の
関

与
も
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
ほ
か
に
も
大
規
模
プ
ラ
ン
ト
建
設
な
ど
の
場
合
に
は
、
請
負
人
と
し
て
複
数
の
企
業
が
〈
コ
ン
ソ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
V
（
4
）

シ
ア
ム
〉
〈
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
V
を
組
織
し
て
契
約
に
関
与
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
建
築
請
負
以
外
の
映
画
製
作
や
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
製
作
の
場
合
に
も
、
建
築
請
負
に
似
た
複
雑
な
関
連
性
が
存
在
す
る
。

東洋法学　第52巻第2号（2009年3月）

　
2
　
〈
複
数
関
与
者
の
法
律
関
係
〉
研
究
の
必
要
性

　
こ
の
よ
う
に
民
法
制
定
時
に
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
取
引
モ
デ
ル
が
登
場
し
、
今
や
主
流
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
民
法
解
釈
学
の
多
く
は
、
先
に
示
し
た
二
当
事
者
モ
デ
ル
を
基
礎
と
し
た
契
約
理
論
の
中
に
他
の
関
与
者
も
含
め
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
き
た
。
例
え
ば
最
高
裁
は
、
下
請
負
人
は
材
料
を
自
ら
提
供
し
て
建
築
し
て
い
た
と
し
て
も
、
直
接
の
契
約
当
事
者
で
は
な
い
履

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

行
補
助
者
的
な
者
で
あ
り
元
請
負
企
業
が
倒
産
し
た
と
き
に
も
注
文
者
に
対
し
な
ん
ら
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
（
傍

点
筆
者
）
。
そ
し
て
学
説
上
も
、
こ
れ
ら
の
関
与
者
と
注
文
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
法
的
関
係
に
な
い
以
上
、
両
者
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
は
何
ら
の
権
利
義
務
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
の
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
般
的
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
関
与

者
の
内
、
提
携
住
宅
ロ
ー
ン
に
お
け
る
抗
弁
権
の
対
抗
・
接
続
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
判
例
・
学
説
上
の
議
論
の
積
み
重
ね
が
あ
る

が
、
請
負
に
限
ら
ず
様
々
な
場
面
で
の
他
の
関
与
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
先
駆
的
な
学
者
に
よ
り
研
究
の
必
要
性
が
説
か
れ
な

　（8

〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

が
ら
も
、
必
ず
し
も
十
分
な
議
論
の
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
法
的
状
況
に
お
い
て
、
下
請
負
人
に
代
表
さ
れ
る
多
く
の

〈
請
負
契
約
の
関
与
者
〉
の
法
的
地
位
は
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
で
あ
り
、
時
と
し
て
一
方
的
に
不
利
益
な
形
で
の
法
的
効
果
が
強
制
さ
れ

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
注
文
者
の
よ
う
な
下
請
負
契
約
の
直
接
の
当
事
者
で
な
い
者
に
と
っ
て
も
、
他
の
関
与
者
の
地
位
が

不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
責
任
主
体
が
誰
で
あ
る
の
か
が
分
か
り
づ
ら
い
な
ど
の
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
今
後
取
引
社
会
に
お
い
て
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は
、
役
務
の
提
供
を
中
心
と
し
て
複
数
の
関
与
者
が
登
場
す
る
場
面
は
よ
り
一
層
増
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
伴
い
法
的
諸
問
題
の

生
ず
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
〈
複
数
関
与
者
〉
の
法
的
地
位
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ

る
。
直
接
の
契
約
当
事
者
以
外
の
〈
複
数
関
与
者
〉
を
も
含
ん
だ
法
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
請
負
契
約
を
取
り
巻
く
関
与
者
の
法

的
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
取
引
の
当
事
者
に
資
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
こ
の
よ
う
な
複
数
関
与
者
を
ど
の
よ
う
に
し
て
関
連
・
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
近
時
《
複
合
契
約
》
や
《
多
角
的
法
律

　
（
n
）

関
係
》
と
い
う
概
念
・
理
論
が
提
唱
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
観
点
を
も
踏
ま
え
て
従
来
の
議
論
を
整
理
し
、
今
後

さ
ら
に
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
《
請
負
契
約
に
お
け
る
複
数
関
与
者
と
法
律
関
係
》
研
究
の
指
標
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
前
述
し
た
と
お
り
、
請
負
契
約
に
お
い
て
登
場
す
る
複
数
の
関
与
者
に
は
、
仕
事
完
成
に
つ
い
て
の
関
与
者
に
限
定
し
た
と
し
て
も

様
々
な
者
が
い
る
。
大
き
く
分
類
す
る
な
ら
ば
①
元
請
負
人
と
並
列
的
に
取
引
の
当
事
者
と
し
て
登
場
す
る
者
（
以
下
、
〈
並
列
的
関
与

　
　
　
（
1
2
）

者
〉
と
呼
ぶ
。
先
に
挙
げ
た
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
ろ
う
）
と
、
②
元
請
負
人
の
下
に
重
層
的
・
階
層
的
に
関
与
す
る
者

（
以
下
、
〈
階
層
的
関
与
者
〉
と
呼
ぶ
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
は
、
そ
の
関
与
の
過
程
・
関
係
な
ど
に
つ
い
て
異
な
る
点
を
有

し
、
同
じ
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
〈
階
層
的
関
与

者
〉
と
り
わ
け
〈
下
請
負
人
〉
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
を
行
う
。

　
な
お
、
注
文
者
・
元
請
企
業
間
で
の
コ
次
契
約
」
を
基
礎
と
し
て
、
元
請
企
業
と
〈
階
層
的
関
与
者
〉
と
の
間
の
「
二
次
契
約
」

　
　
　
（
1
3
）

を
〈
下
請
〉
と
呼
び
〈
階
層
的
関
与
者
〉
を
〈
下
請
人
〉
と
呼
ぶ
の
が
我
が
国
に
お
い
て
は
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
〈
下
請
〉

に
は
、
請
負
契
約
の
他
に
売
買
契
約
な
ど
も
含
ま
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
請
負
契
約
（
し
た
が
っ
て
、
階
層
的
関

与
者
は
下
請
負
人
）
に
限
定
す
る
。

　
（
1
）
〔
穂
積
陳
重
発
言
〕
『
民
法
議
事
速
記
録
四
』
五
二
九
頁
（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）
。
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（
2
）
現
行
六
三
六
条
に
関
す
る
議
論
中
「
下
請
負
人
」
と
い
う
用
語
も
見
ら
れ
る
が
、
元
請
負
人
・
下
請
負
人
間
と
い
う
二
当
事
者
の
請
負
契
約
を
念
頭

　
に
置
い
た
議
論
で
あ
る
（
前
掲
注
（
1
）
五
六
一
頁
）
。

（
3
）
近
時
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
型
の
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
形
式
の
導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
契
約
に
つ
い
て
法
的
に
検
討
す

　
る
嗜
矢
の
も
の
と
し
て
、
笠
井
修
「
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
に
よ
る
企
業
間
提
携
ー
リ
ス
ク
分
配
か
ら
リ
ス
ク
共
有
へ
」
判
タ
一
二
六
四
号
九
四
頁

　
（
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
4
）
近
時
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
関
し
て
、
大
手
I
T
企
業
と
映
像
製
作
会
社
が
J
V
形
式
の
事
業
体
を
創
る
な
ど
、
建
築
以
外
の

業
種
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
建
築
J
V
で
い
う
「
J
V
」
と
は
必
ず
し
も
同
義
の
も
の
で
は
な
い
。

（
5
）
た
だ
し
、
我
が
国
の
産
業
構
成
に
お
い
て
下
請
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
近
代
化
さ
れ
た
下
請
の
普
及
な
い
し
社
会
的
な

分
業
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
前
近
代
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
（
石
井
・
後
掲
注
（
1
4
）
壬
二
一
、
二
三
二
頁
）
は
今
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
検
討

　
は
、
そ
の
よ
う
な
前
近
代
的
枠
組
み
か
ら
の
脱
却
の
た
め
の
一
つ
の
試
み
と
考
え
て
い
る
。

（
6
）
最
判
平
五
・
一
〇
・
一
九
民
集
四
七
巻
八
号
五
〇
六
一
頁
。

（
7
）
内
田
貴
『
民
法
1
』
二
七
〇
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
下
請
負
契
約
を
念
頭
に
、
転
貸
借
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
た
め
、
注
文

者
と
下
請
負
人
と
の
間
に
は
直
接
の
法
律
関
係
は
な
い
と
す
る
。

（
8
）
本
稿
で
引
用
す
る
、
椿
寿
夫
、
北
川
善
太
郎
両
教
授
に
よ
る
一
連
の
研
究
は
よ
り
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
請
負
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
千
葉
恵
美
子
「
「
多
数
当
事
者
の
取
引
関
係
」
を
み
る
視
点
」
椿
古
稀
『
現
代
取
引
法
の
基
礎
的
課
題
』

　
一
六
一
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）
は
数
少
な
い
貴
重
な
業
績
だ
ろ
う
。

（
1
0
）
複
合
契
約
の
観
点
か
ら
下
請
負
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
大
村
敦
志
「
複
合
契
約
」
『
も
う
一
つ
の
基
本
民
法
∬
』
二
三
頁
（
有
斐
閣
、

　
二
〇
〇
七
年
）
（
初
出
は
法
教
二
九
八
号
三
二
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
）
が
あ
る
。

（
n
）
《
多
角
的
法
律
関
係
》
に
つ
い
て
は
、
椿
寿
夫
「
民
法
学
に
お
け
る
幾
つ
か
の
課
題
（
7
）
多
角
的
法
律
関
係
（
そ
の
ー
・
2
・
3
）
」
法
教
≡
一
二
号

　
三
一
頁
（
一
九
九
九
年
）
、
二
三
二
号
五
五
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
二
三
三
号
六
五
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
同
「
《
多
角
》
関
係
な
い
し
《
三
角
》
関
係
に
つ

　
い
て
」
法
時
八
○
巻
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）
及
び
そ
れ
に
連
な
る
同
誌
「
多
角
的
法
律
関
係
の
研
究
」
の
諸
論
稿
を
参
照
。
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（
12
）
並
列
的
関
与
者
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
負
う
債
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
各
部
分
に
つ
い
て
独
立
し
て
負
う
債
務
な
の
か
、
連
帯
債
務
と
な
る
の

　
か
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
が
、
本
稿
で
は
検
討
を
留
保
す
る
。

（
1
3
）
「
下
請
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
実
務
・
学
説
上
争
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
整
理
す
る
も
の
と
し
て
、
川
越
憲
治
『
下
請
取
引
の
法
務
』
二
頁
以
下
（
商

事
法
務
、
二
〇
〇
四
年
）
及
び
そ
れ
を
引
用
す
る
拙
稿
・
後
掲
注
（
1
5
）
を
参
照
。

二
　
下
請
負
の
態
様
と
下
請
負
を
め
ぐ
る
法
的
問
題

　
1
　
下
請
負
の
態
様

　
下
請
負
は
企
業
問
取
引
に
お
い
て
様
々
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
態
様
も
種
々
の
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
元
請
負
人
・
下
請
負

人
間
の
関
係
に
着
目
し
、
①
一
括
下
請
と
一
部
下
請
（
元
請
企
業
が
他
人
に
対
し
て
請
け
負
っ
た
仕
事
に
つ
き
、
そ
の
全
部
を
自
ら
履
行
し

な
い
で
一
括
し
て
下
請
に
行
わ
せ
る
か
、
そ
の
一
部
を
履
行
し
、
下
請
に
も
そ
の
一
部
を
履
行
さ
せ
る
か
の
区
別
）
、
②
部
分
工
事
下
請
と
単

純
下
請
（
作
業
別
に
専
門
の
工
事
業
者
に
下
請
す
る
か
、
元
請
企
業
が
引
き
受
け
た
同
じ
仕
事
を
下
に
次
々
と
下
請
に
回
す
か
の
区
別
）
、
③
専

属
下
請
と
非
専
属
下
請
（
元
請
と
下
請
と
の
間
に
専
属
的
利
用
の
契
約
が
あ
る
か
否
か
の
分
類
）
、
④
下
請
と
独
立
部
品
メ
ー
カ
ー
と
を
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ね
る
も
の
（
独
立
部
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
独
立
で
平
等
の
地
位
を
有
す
る
型
）
、
と
い
う
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
が
か
つ

て
行
っ
た
分
類
で
は
あ
る
が
、
注
文
者
と
元
請
負
人
、
下
請
負
人
の
三
者
の
関
係
と
し
て
想
定
し
う
る
類
型
と
し
て
、
④
一
人
の
下
請

負
人
が
請
負
人
の
下
部
に
属
す
る
直
線
型
（
一
括
下
請
で
下
請
負
人
の
地
位
が
独
立
し
て
い
な
い
場
合
）
、
⑤
一
人
の
下
請
負
人
が
請
負
人

か
ら
や
や
独
立
し
た
地
位
を
持
つ
鈍
角
三
角
形
型
、
◎
一
人
の
下
請
負
人
が
請
負
人
と
ほ
ぼ
同
等
の
地
位
を
持
つ
三
角
形
型
、
⑥
複
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
請
負
人
が
元
請
負
人
に
従
属
す
る
熊
手
型
、
と
い
う
分
類
も
可
能
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
下
請
負
に
は
、
当
事
者
の
多
様
性
（
特
殊
技
術
的
な
専
門
家
も
存
在
す
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
者
も
存
在
す
る
）
、
元
請
負
人
・

下
請
負
人
の
当
事
者
関
係
の
多
様
性
（
力
関
係
・
情
報
量
・
技
術
力
・
環
境
設
定
能
力
な
ど
の
強
弱
・
事
業
提
携
の
有
無
な
ど
）
か
ら
来
る

様
々
な
態
様
が
存
在
す
る
。

東洋法学　第52巻第2号（2009年3月）

　
2
　
下
請
負
を
め
ぐ
る
法
的
問
題

　
下
請
負
に
関
す
る
法
的
問
題
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
元
請
負
人
・
下
請
負
人
間
の
契
約
に
関
す
る
問
題
（
例
え
ば
、
代
金
の
未
払

い
や
不
当
な
取
引
価
格
な
ど
）
が
中
心
で
あ
っ
た
（
こ
の
点
も
下
請
負
人
の
地
位
の
確
定
を
め
ぐ
っ
て
は
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で

は
、
元
請
負
人
・
下
請
負
人
以
外
の
者
も
含
め
た
多
数
当
事
者
関
係
で
の
民
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
）
。
注
文
者
・
下
請

負
人
問
の
問
題
と
し
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
の
は
、
前
述
の
最
高
裁
で
示
さ
れ
た
所
有
権
帰
属
の
他
に
は
、
下
請
負
人
は
注
文
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

対
し
そ
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う

に
〈
下
請
負
人
〉
と
〈
注
文
者
〉
、
あ
る
い
は
、
〈
元
請
負
人
〉
と
〈
下
請
負
人
と
取
引
を
し
た
相
手
方
〉
な
ど
、
直
接
の
契
約
関
係
に

な
い
者
同
士
で
も
安
全
配
慮
義
務
を
も
含
め
た
様
々
な
法
的
問
題
が
生
じ
う
る
。

　
　
ω
　
注
文
者
・
元
請
負
人
間
の
契
約
を
主
契
約
と
考
え
た
場
合
に
、
注
文
者
・
下
請
負
人
間
で
問
題
と
な
る
も
の

　
こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
は
、
①
所
有
権
帰
属
、
類
似
す
る
も
の
と
し
て
②
知
的
財
産
権
の
帰
属
、
③
注
文
者
に
対
す
る
下
請
負

人
の
直
接
報
酬
請
求
権
の
有
無
、
④
注
文
者
か
ら
下
請
負
人
に
対
す
る
理
疵
修
補
請
求
権
、
⑤
主
契
約
の
特
約
の
拘
束
力
、
⑥
下
請
負

人
に
対
す
る
注
文
者
の
安
全
配
慮
義
務
の
有
無
、
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
下
請
負
人
の
行
為
を
問
題
と
は
す
る
が
、
主
契
約
な
い
し
は
元
請
負
人
の
責
任
の
問
題
に
還
元
す
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る
も
の
と
し
て
、
履
行
補
助
者
の
故
意
過
失
や
使
用
者
責
任
が
あ
る
。

　
　
㈲
　
元
請
負
人
・
下
請
負
人
間
の
契
約
を
主
契
約
と
考
え
た
場
合
に
、
下
請
負
人
・
注
文
者
間
で
問
題
と
な
る
も
の

　
こ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
前
記
ω
と
同
様
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
（
な
お
、
い
ず
れ
の
契
約
が
主
と
な
る
か
と
考
え
る
こ
と
は
、
契
約
の

第
三
者
効
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
主
契
約
の
効
力
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
と
い
う
問
題
の
思
考
方
法
に
導
か
れ
や
す
い
が
、
本
稿
の
立
場
は
必
ず
し

も
そ
の
限
り
で
は
な
い
）
。

　
　
⑥
下
請
負
人
・
そ
の
契
約
の
相
手
方
と
の
契
約
を
主
た
る
契
約
と
考
え
た
場
合
に
、
相
手
方
・
元
請
負
人
間
で
問
題
と
な
る
も
の

　
こ
の
場
面
に
お
い
て
は
、
下
請
負
人
と
第
三
者
（
相
手
方
）
の
間
で
行
わ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
元
請
負
人
が
履
行
貢
任
を
負
う
こ
と

が
あ
る
か
、
と
い
う
表
見
代
理
・
表
見
法
理
の
問
題
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
各
問
題
ご
と
に
個
別
に
検
討
が
な
さ
れ
、
三
当
事
者
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
の

当
事
者
）
全
体
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
発
生
す
る
場
面
・
問
題
が
異
な
る
以

上
、
そ
れ
ぞ
れ
を
別
個
の
論
理
構
成
で
検
討
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
元
請
負
人
・
下
請
負
人
間
の
一

定
の
関
係
に
着
目
し
た
場
合
、
前
記
の
法
律
問
題
に
お
い
て
統
一
的
な
示
唆
を
得
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
構
成
に
着
目
す
る
必
要
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
現
在
、
一
部
の
民
法
学
者
と
法
務
省
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
「
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
」
の
議
論
に
お
い
て
も
、
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

貸
借
、
復
委
任
と
並
ん
で
、
下
請
負
な
ど
の
契
約
を
「
三
者
間
契
約
」
と
と
ら
え
、
具
体
的
に
下
請
負
に
つ
い
て
は
「
注
文
者
と
下
請
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（
1
9
）

負
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、
第
七
二
回
私
法
学
会
（
二
〇
〇
八
年
度
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
日
本
民
法
典
財
産
法
編
の
改
正
」
資
料
に
お
い
て
も
、
新
設
条
文
（
第
五
五
六
条
）
と
し
て
「
下
請
契
約
と
直
接
請
求
権
」

　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
（
2
1
）

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
第
一
項
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
解
釈
上
当
然
の
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
下
請
負
人
の
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
V
（
2
3
）

用
に
つ
い
て
、
「
仕
事
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
」
下
請
負
人
の
使
用
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
、
第
二
項
に
お
い
て
下
請
負
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
（
2
5
）

の
注
文
者
に
対
す
る
直
接
の
報
酬
請
求
権
を
一
定
の
場
合
に
認
め
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
在
の
状
況
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
下
請
負
人
を
も
含
め
た
当
事
者
関
係
を
考
え
る
機
は
熟
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
4
）
石
井
照
久
「
下
請
」
『
企
業
提
携
』
二
二
七
頁
－
二
三
〇
頁
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
六
七
年
）
。
こ
の
分
類
は
、
「
下
請
の
「
法
律
上
の
種
類
」
を

示
す
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
法
律
的
な
効
果
の
点
か
ら
見
た
態
様
の
考
察
で
も
な
い
」
と
さ
れ
る
が
、
法
律
的
な
効
果
を
考
察
す
る
際
に
も
、
有
益
な

示
唆
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
5
）
拙
稿
「
下
請
（
1
）
」
N
B
L
八
二
〇
号
八
八
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
。

（
1
6
）
安
全
配
慮
義
務
違
反
に
関
す
る
文
献
は
多
数
存
在
す
る
が
、
本
稿
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
国
井
和
郎
「
『
安
全
配
慮
義
務
』
に
つ
い
て
の
覚
書

　
（
上
）
（
中
）
（
下
）
」
判
タ
三
五
七
号
一
四
頁
、
三
六
〇
号
一
〇
頁
、
三
六
四
号
五
八
頁
（
と
も
に
一
九
七
八
年
）
、
後
藤
勇
「
注
文
者
・
元
請
負
人
の
不

法
行
為
責
任
（
上
）
（
下
）
」
判
タ
三
八
九
号
二
二
頁
、
三
九
一
号
一
五
頁
（
と
も
に
一
九
七
九
年
）
、
渡
辺
達
徳
「
契
約
責
任
の
拡
張
に
よ
る
第
三
者
の

保
護
ー
下
請
労
働
者
に
対
す
る
元
請
人
の
安
全
配
慮
義
務
を
め
ぐ
っ
て
」
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
〔
法
学
研
究
科
篇
〕
一
七
巻
一
一
二
号
五
七
頁

　
（
一
九
八
八
年
）
、
奥
田
昌
道
「
判
批
」
リ
マ
四
号
二
八
頁
（
一
九
九
二
年
）
、
宮
本
健
蔵
「
元
請
企
業
の
下
請
労
働
者
に
対
す
る
安
全
配
慮
義
務
」
内
山

追
悼
『
現
代
民
事
法
学
の
構
想
』
四
六
一
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
1
7
）
鐸
夏
≧
≦
奎
筈
・
誉
・
ヨ
琴
ユ
も
＼
ω
聾
Φ
浮
・
q
＼

（
1
8
）
第
四
回
・
第
四
準
備
会
資
料
三
、
四
頁
。
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（
1
9
）
前
掲
注
（
1
8
）
四
七
頁
。

（
2
0
）
民
法
改
正
研
究
会
起
草
『
民
法
改
正
試
案
第
二
分
冊
一
債
権
法
』
二
二
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
。

（
2
1
）
本
草
案
で
は
「
下
請
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
適
切
性
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
用
語

法
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
は
議
事
録
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。

（
2
2
）
「
請
負
人
は
、
仕
事
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
、
仕
事
の
全
部
又
は
一
部
を
他
人
（
以
下
「
下
請
人
」
と
呼
ぶ
。
）
に
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

（
2
3
）
「
仕
事
の
性
質
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
か
に
も
よ
る
が
、
下
請
の
無
制
限
の
利
用
に
つ
い
て
は
若
干
問
題
の
余
地
が
あ
る
と
の
指
摘
が
こ
れ

　
ま
で
も
な
さ
れ
て
い
る
（
石
井
・
前
掲
注
（
1
4
）
二
二
四
頁
）
。
さ
ら
に
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
5
）
九
一
頁
も
参
照
。

（
2
4
）
「
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
請
負
人
が
下
請
人
に
報
酬
を
支
払
わ
な
い
と
き
は
、
注
文
者
は
下
請
人
に
対
し
て
、
直
接
に
報
酬
を
支
払
う
義
務
を
負

　
う
。
た
だ
し
、
注
文
者
が
下
請
人
に
対
し
て
、
既
に
報
酬
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
2
5
）
二
項
た
だ
し
書
き
は
こ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？
「
注
文
者
が
下
請
人
に
対
し
て
、
既
に
支
払
っ
た
と
き
は
…
…
」
と
あ
る
が
、
「
注
文
者
が
元
請
人

　
（
本
案
の
文
言
で
は
「
請
負
人
」
だ
ろ
う
か
）
に
対
し
」
の
問
違
い
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
注
文
者
は
元
請
人
に
支
払
っ
た
後
で
も
、

　
元
請
人
が
下
請
人
に
報
酬
を
支
払
わ
な
い
と
き
に
は
二
重
の
支
払
義
務
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
【
追
記
】
本
稿
校
正
中
に
改
正
案
が
公

　
表
さ
れ
た
（
判
タ
一
二
八
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
）
。
そ
こ
で
は
指
摘
し
た
内
容
で
の
修
正
（
訂
正
）
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
三
　
下
請
関
係
に
お
け
る
三
角
関
係
と
法
的
問
題

　
下
請
負
人
を
も
含
め
た
三
者
間
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
の
個
々
の
契
約
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
対
注
文
者
と
の
関
係
で
は
、
注
文
者
と
元
請
負
人
と
の
間
で
下
請
負

人
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
下
請
負
人
と
取
引
し
た
相
手
方
と
の
関
係
で
は
、
元
請
負
人
と
下
請
負
人
と
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の
間
で
下
請
負
人
の
対
外
的
地
位
に
つ
き
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
契
約

に
定
め
ら
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
に
依
る
こ
と
に
な
る
（
も
ち
ろ
ん
、
契
約
に
よ
り
地
位
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
に
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
〉

こ
ま
で
拘
束
力
を
認
め
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
。
そ
の
際
、
下
請
関
係
に
お
い
て
は
近
代
的
な
契
約
関
係
が
欠
如
し
て
い
る
と
の
指
摘
は
今
も

な
お
重
要
で
あ
ろ
う
）
。
し
か
し
、
我
が
国
の
取
引
慣
行
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
事
前
の
取
り
決
め
は
必
ず
し
も
明
確
に
は
行
わ
れ
て

は
い
な
い
だ
ろ
う
し
、
と
す
る
な
ら
ば
、
解
釈
さ
ら
に
は
立
法
に
お
い
て
下
請
負
人
の
適
正
な
地
位
を
確
立
し
、
注
文
者
・
元
請
負

人
・
下
請
負
人
・
相
手
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
義
務
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
検
討
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
て
き
た
二
当
事
者
間
に
落
と
し
込
む
解
決
方
法
が
有
用
な
場
面
と
、
三
当
事
者
間
で
の
解
決
が
有
用
な
場
面
と
が
明
ら
か
に
な
ろ

・
つ
。

　
1
　
下
請
負
人
の
行
為
が
注
文
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

　
　
ω
　
注
文
者
か
ら
元
請
負
人
へ
の
責
任
追
及

　
下
請
負
人
の
行
為
に
よ
り
注
文
者
が
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
、
注
文
者
は
元
請
負
人
に
対
し
て
責
任
を
追
及
で
き
る
か
が
問
題
で
あ

る
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
二
当
事
者
間
の
関
係
に
い
か
に
し
て
下
請
負
人
を
組
み
込
む
か
が
問
題
と
な

る
。
履
行
補
助
者
の
故
意
過
失
の
問
題
で
は
、
下
請
負
人
の
従
属
性
を
強
調
し
独
立
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
元
請
負
人
の
貢
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

を
認
め
て
き
た
。
事
実
行
為
に
よ
る
結
果
の
解
決
が
問
題
と
な
る
使
用
者
責
任
に
お
い
て
も
同
様
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
元
請
負
人
と
下
請
負
人
の
〈
経
済
的
一
体
性
〉
や
〈
強
い
従
属
性
〉
と
い
う
要
素
に
よ
り
下
請
負
人
の
行
為
を
元
請
負

人
の
そ
れ
と
同
視
し
、
二
当
事
者
間
で
の
問
題
と
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
が
図
ら
れ
て
き
た
。
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㈲
　
注
文
者
か
ら
下
請
負
人
へ
の
責
任
追
及

　
下
請
負
人
の
施
行
方
法
あ
る
い
は
下
請
負
人
が
提
供
し
た
材
料
に
よ
り
完
成
し
た
仕
事
の
目
的
物
に
鍛
疵
が
あ
っ
た
場
合
に
、
注
文

者
は
下
請
負
人
に
対
し
て
蝦
疵
修
補
な
ど
の
責
任
追
及
が
で
き
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
従
来
こ
の
よ
う
な
場
面
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
例
え
ば
、
元
請
負
人
が
単
な
る
仲
介
者
的
な
役
割
し
か
担
っ
て
お
ら
ず
理
疵
修
補
能
力
が
な
い
場

合
（
あ
る
い
は
、
元
請
負
人
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
）
に
は
、
注
文
者
か
ら
下
請
負
人
へ
の
直
接
請
求
を
認
め
る
必
要
性
は
あ
ろ
う
。

　
元
請
負
人
・
下
請
負
人
間
の
関
係
に
強
い
従
属
性
が
あ
り
下
請
負
人
の
独
立
性
を
観
念
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
直
接
請
求
を
認

め
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
、
下
請
負
人
が
極
め
て
独
立
的
な
存
在
で
あ
る
場
合
に
は
認
め
る
（
す
な
わ
ち
、
三
角
形
と
し
て
考
え
る
）

余
地
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
2
　
注
文
者
の
行
為
が
下
請
負
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

　
下
請
負
人
が
注
文
者
に
対
し
貢
任
追
及
で
き
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
下
請
負
人
が
注
文
者
に
対
し
安
全
配
慮
義
務
違

反
を
理
由
と
し
た
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
直
接
の
契
約
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
の
安
全
配
慮
義
務
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

て
、
判
例
は
、
社
会
的
接
触
関
係
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
信
義
則
を
根
拠
と
し
て
肯
定
し
て
き
た
。
そ
の
理
論
的
根
拠
に
つ

き
学
説
は
、
①
重
畳
的
債
務
引
受
説
、
②
第
三
者
へ
の
保
護
効
を
伴
う
契
約
説
、
③
労
働
契
約
説
、
④
労
働
関
係
説
、
⑤
労
務
受
領
権

限
説
、
⑥
労
働
関
係
設
定
意
思
説
な
ど
が
唱
え
ら
れ
、
な
ぜ
債
務
不
履
行
責
任
と
し
て
直
接
追
及
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し

　
　
（
2
9
）

て
き
た
。

　
こ
こ
で
は
、
元
請
負
人
・
下
請
負
人
間
の
〈
使
用
従
属
関
係
〉
と
い
う
要
素
を
考
慮
し
な
が
ら
、
本
来
債
権
債
務
関
係
が
な
い
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

間
に
一
定
の
場
合
に
債
務
の
存
在
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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3
　
元
請
負
人
の
行
為
が
注
文
者
・
下
請
負
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

　
元
請
負
人
が
何
ら
か
の
理
由
か
ら
「
下
請
関
係
」
か
ら
離
脱
し
た
場
合
に
、
注
文
者
は
下
請
負
人
に
、
あ
る
い
は
下
請
負
人
は
注
文

者
に
直
接
請
求
で
き
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
①
注
文
者
↓
下
請
負
人
の
問
題
と
し
て
は
、
完
全
履
行
請
求
、
債
務
不
履
行
責
任
、
蝦
疵

担
保
責
任
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
②
下
請
負
人
↓
注
文
者
の
問
題
と
し
て
は
、
未
払
い
の
報
酬
請
求
の
問
題
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
ず
れ

も
が
請
求
し
う
る
問
題
と
し
て
、
所
有
権
や
知
的
財
産
権
の
帰
属
の
問
題
が
あ
る
。

　
元
請
負
人
が
離
脱
し
た
後
で
も
、
下
請
負
人
に
よ
る
履
行
継
続
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
契
約
の
維
持
・
実
現
に
努
め
る
の
が
望

　
　
（
3
2
）

ま
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
法
律
構
成
に
よ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
所
有
権
帰
属
に
つ
い
て
は
、
転
用
物
訴
権
に
よ

り
、
ま
た
、
他
の
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
下
請
負
人
の
代
位
行
使
に
つ
い
て
先
取
特
権
に
類
似
す
る
優
先
的
地
位
を
認
め
る
か
、
元
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

負
人
を
経
由
し
な
い
直
接
請
求
権
を
し
た
請
負
人
に
認
め
る
と
い
う
考
え
方
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
既
存
の
理
論

を
仮
託
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
の
批
判
が
生
じ
よ
う
。

　
4
　
下
請
負
人
の
行
為
が
元
請
負
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

　
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
注
文
者
を
含
め
た
三
角
関
係
で
は
な
く
、
下
請
負
人
と
取
引
を
し
た
相
手
方
が
、
そ
の
法
的
効
果
を
元
請
負

人
に
追
及
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
表
見
代
理
の
成
立
あ
る
い
は
名
板
貸
し
の
貢
任
な
ど
が
認
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

れ
る
場
合
に
、
相
手
方
と
元
請
負
人
と
の
間
に
法
的
効
果
を
認
め
て
き
た
。
こ
れ
は
元
請
負
人
と
下
請
負
人
と
の
間
に
一
定
の
関
係
が

あ
り
、
相
手
方
に
保
護
要
件
が
備
わ
っ
て
い
る
場
合
に
は
代
理
の
よ
う
な
三
角
形
型
（
三
面
関
係
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い

よ
・
つ
。
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（
2
6
）
石
井
・
前
掲
注
（
1
4
）
二
四
六
頁
以
下
。

（
2
7
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
舎
寛
樹
「
履
行
補
助
者
と
被
用
者
」
『
民
法
ト
ラ
イ
ア
ル
教
室
』
一
九
二
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）
も
参
照
。

（
2
8
）
最
判
平
三
・
四
・
一
一
判
時
一
三
九
一
号
三
頁
。

（
2
9
）
学
説
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
松
本
克
美
「
強
制
連
行
・
強
制
労
働
と
安
全
配
慮
義
務
（
二
）
・
完
」
立
命
二
七
三
号
五
九
頁
以
下
（
二
〇
〇
一
年
）
、

　
同
「
安
全
配
慮
義
務
概
念
の
拡
張
可
能
性
」
労
働
一
〇
四
号
一
一
九
ー
一
二
一
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
3
0
）
債
権
1
1
積
極
的
な
安
全
配
慮
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。

（
31
）
な
お
、
拙
稿
「
下
請
負
人
に
対
す
る
元
請
負
人
の
安
全
配
慮
義
務
」
リ
マ
三
七
号
二
六
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
も
参
照
。

（
3
2
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
円
谷
峻
「
フ
ァ
ヴ
ォ
ー
ル
・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ス
（
契
約
の
尊
重
）
」
好
美
古
稀
『
現
代
契
約
法
の
展
開
』
（
経
済
法
令
研
究

　
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
3
3
）
各
学
説
に
つ
い
て
は
、
武
川
幸
嗣
「
請
負
契
約
に
お
け
る
所
有
権
の
帰
属
」
『
民
事
法
皿
』
一
九
一
、
一
九
二
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）
及

　
び
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
5
）
八
九
、
九
〇
頁
を
参
照
。

（
34
）
議
論
を
整
理
す
る
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
従
属
的
地
位
者
と
取
引
を
し
た
相
手
方
の
保
護
」
法
時
八
○
巻
二
号
六
四
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

　
　
　
四
　
《
多
角
的
法
律
関
係
》
の
有
用
性
と
考
慮
す
べ
き
要
素

　
前
記
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
下
請
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
（
＝
T
（
1
）
を
除
い
て
）
、
直
接
の
契
約
関
係
に
な
い
者
同
士
を
如
何
に
し

て
結
び
つ
け
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
は
既
存
の
制
度
や
理
論
を
利
用
し
な
が
ら
の
検

討
が
主
で
は
あ
っ
た
が
、
社
会
生
活
の
複
雑
化
に
つ
れ
て
当
事
者
関
係
も
自
ず
と
多
様
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
V

に
お
い
て
は
、
そ
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
新
た
な
枠
組
み
を
試
行
す
る
段
階
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
実
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（
3
6
）

質
的
に
は
当
事
者
で
あ
り
な
が
ら
法
的
に
は
そ
う
で
な
い
と
い
う
経
済
的
当
事
者
を
も
含
め
た
法
律
関
係
の
検
討
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
が
要
と
な
っ
て
い
る
者
（
注
文
者
・
下
請
負
人
の
問
題
で
は
元
請
負
人
）
と
の
間
で
締
結
し
た
契
約
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

の
関
係
に
着
目
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
は
あ
る
。
《
複
合
契
約
》
《
複
合
取
引
》
あ
る
い
は
《
契
約
の
連
鎖
》
と
い
う
考
え
方
は
こ

の
点
に
着
目
す
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
各
契
約
を
構
成
部
分
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
に
存
す
る
共
通
の
コ
ー
ズ
の
存
在
に
よ
り
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

契
約
に
「
結
合
要
素
」
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
も
有
用
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
一
つ
の
取
引

類
型
と
し
て
の
枠
組
み
の
中
で
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
複
数
関
与
者
を
も
含
め
た
形
態
を
一
つ
の
取
引
類

型
と
捉
え
、
そ
こ
に
各
当
事
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
関
与
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
分
析
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ

れ
の
関
与
者
に
お
い
て
関
与
の
度
合
い
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
す
べ
て
を
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

請
負
に
つ
い
て
も
「
純
然
た
る
請
負
と
認
め
ら
れ
る
も
の
か
ら
、
実
質
的
に
は
雇
用
的
色
彩
の
強
い
も
の
ま
で
、
種
々
な
態
様
」
が
あ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
態
様
に
応
じ
た
法
的
地
位
を
担
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
《
多
角
的
法

律
関
係
》
と
い
う
観
点
か
ら
、
い
か
な
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
多
角
関
係
が
認
め
ら
れ
得
る
か
と
い
う
検
討
も
有
用
で
あ
ろ
う
。
現
代

社
会
に
お
け
る
請
負
契
約
は
請
負
人
が
単
独
で
仕
事
の
完
成
を
な
し
得
る
こ
と
は
必
ず
し
も
通
常
の
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
仕
事

の
完
成
に
向
け
て
多
く
の
関
与
者
が
登
場
す
る
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
請
負
契
約
と
は
そ
の
よ
う
な
《
多
角

的
》
な
取
引
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
注
文
者
な
ど
も
認
め
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
で
は
、
そ
の
際
に
は
い
か
な
る
要
素
が
重
要
と
な
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
注
文
者
に
不
意
打
ち

的
な
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を

注
文
者
も
了
承
し
て
い
た
場
合
に
は
、
二
当
事
者
間
に
お
け
る
意
思
表
示
と
同
様
に
、
一
定
の
法
律
関
係
を
生
じ
る
根
拠
の
一
つ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

り
得
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一
方
、
下
請
負
人
側
の
要
素
に
は
い
か
な
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
、
多
く
の
場
合
、
下
請
負
人
は
元
請
負
契
約
の
存
在
を
了
知
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
注
文
者
と
の
問
で
直
接
の
関
係
が
生
ず
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
元
請
負
人
・
下
請
負
人
間
の
関
係
に
着
目
し
た
場
合
に
、
《
従
属
性
》
と
い
う
要
素
を
手
が
か
り
に
、
注
文
者
（
あ
る
い
は
下
請
負

人
と
取
引
を
し
た
相
手
方
）
を
も
含
め
た
三
角
関
係
を
想
定
で
き
る
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
前
記
一
二
2
の
場
合
に
、

独
立
的
な
下
請
負
人
に
つ
い
て
は
鍛
疵
修
補
義
務
を
負
わ
せ
、
そ
れ
と
同
時
に
注
文
者
に
対
す
る
直
接
報
酬
請
求
権
を
認
め
る
こ
と

が
、
注
文
者
・
下
請
負
人
の
両
者
に
有
益
な
場
合
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
元
請
負
人
の
存
在
、
及
び
元
請
負
人
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
元
請
負
人
が
破
産
し
た
な
ど
の
理
由
か
ら
実
質
的
に
機
能
し
な
く
な
り
、
結

局
は
注
文
者
・
下
請
負
人
の
二
当
事
者
問
で
の
問
題
解
決
と
な
る
場
合
に
は
と
も
か
く
、
元
請
負
人
が
当
事
者
と
し
て
存
在
し
う
る
場

合
に
は
、
例
え
ば
、
注
文
者
が
有
す
る
鍛
疵
修
補
請
求
権
は
、
元
請
負
人
と
下
請
負
人
と
に
対
す
る
も
の
の
い
ず
れ
が
優
先
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
請
求
権
競
合
の
関
係
に
立
つ
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
う
る
し
、
他
に
も
、
下
請
負
人
が
注
文
者
に
対
し
て
も
安
全

配
慮
義
務
違
反
を
理
由
と
し
た
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
る
と
し
た
場
合
に
、
注
文
者
が
負
う
安
全
配
慮
義
務
と
元
請
負
人
が
負
う
そ
れ

と
は
連
帯
債
務
の
関
係
と
な
る
の
か
否
か
、
と
い
う
問
題
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。
《
三
角
関
係
》
と
い
う
形
態
を
想
定
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
よ
う
な
問
題
を
も
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
注
文
者
・
元
請
負
人
間
の
契
約
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

は
関
係
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
は
、
一
一
1
で
挙
げ
た
下
請
負
の
態
様
（
分
類
）
も
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

37　36　35

椿
寿
夫
「
研
究
余
滴
・
複
数
関
与
者
の
併
列
的
地
位
と
従
属
的
地
位
」
法
時
六
六
巻
八
号
九
七
頁
（
一
九
九
四
年
）
。

北
川
善
太
郎
『
現
代
契
約
法
1
』
六
〇
頁
（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
七
三
年
）
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
畑
淳
子
『
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
契
約
規
範
と
法
規
範
』
一
八
四
頁
以
下
（
法
律
文
化
社
、

二
〇
〇
三
年
）
も
参
照
。
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ヤ

（
3
8
）
千
葉
・
前
掲
注
（
9
）
一
九
七
頁
。

（
3
9
）
来
栖
三
郎
『
契
約
法
』
四
九
八
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
）
。

（
4
0
）
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
5
）
九
〇
、
九
一
頁
、
同
「
下
請
（
2
）
」
N
B
L
八
二
二
号
五
〇
、
五
一
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
4
1
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
長
谷
川
貞
之
「
委
任
な
ど
の
労
務
供
給
契
約
」
『
解
説
　
関
連
で
み
る
民
法
H
』
一
六
四
、
一
六
五
頁
（
日
本
評
論
社
、

　
二
〇
〇
七
年
）
も
参
照
。

（
4
2
）
他
の
要
素
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
下
請
負
と
多
角
的
法
律
関
係
」
法
時
八
一
巻
二
号
一
〇
六
頁
以
下
（
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

五
　
お
わ
り
に
1
下
請
負
人
を
め
ぐ
る
諸
外
国
の
法
状
況
1

　
契
約
シ
ス
テ
ム
の
変
容
を
来
し
て
い
る
の
は
何
も
我
が
国
だ
け
の
状
況
で
は
な
い
。
世
界
の
多
く
の
国
々
で
も
、
単
な
る
二
当
事
者

で
の
商
品
交
換
と
い
う
取
引
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
役
務
の
提
供
と
い
う
要
素
を
も
加
味
し
た
複
数
の
者
が
関
与
す
る
様
々
な
取
引
シ

ス
テ
ム
が
中
心
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
複
数
関
与
者
の
法
的
地
位
（
権
利
と
責

任
）
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
い
ず
れ
の
国
々
で
も
当
然
に
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
下
請
負
に
限
定
し
た
と
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
の
立
法
・
解
釈
学
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
お
い
て
も
判
例
・
学
説
上
議

論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
建
築
法
（
評
霞
9
ε
分
野
の
研
究
が
盛
ん
な
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
建
築
法
の
体
系
書
で
は
下
請
負
人
（
ω
暮
§
け
①
簑
魯
B
段
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

い
は
尋
9
巨
け
Φ
旨
魯
B
亀
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
注
文
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
民
法
の
体
系
書
に
も
、
下
請
負
人
の
法
的
地
位
に
言
及
し
た
上
で
注
文
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
直
接
の
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
必
）

否
定
す
る
も
の
も
あ
る
が
）
言
及
す
る
も
の
も
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
判
例
上
も
、
例
え
ば
一
九
七
四
年
に
は
下
請
負
人
の
暇

71



請負契約における複数関与者と法律関係・序説〔芦野　訓和〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

疵
担
保
責
任
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
後
も
下
請
負
人
を
含
め
た
諸
問
題
に
つ
い
て
の
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

　
ま
た
、
2
①
蔚
く
霞
霞
謎
の
観
点
か
ら
元
請
負
人
・
下
請
負
人
と
注
文
者
と
の
関
係
を
検
討
す
る
文
献
や
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
請
負

契
約
を
検
討
す
る
中
で
、
請
負
契
約
は
「
下
請
負
人
を
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
三
角
関
係
（
§
U
邑
8
冨
話
旨
痒
岳
）
が
生
ず
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

と
し
た
上
で
、
注
文
者
と
下
請
負
人
と
の
関
係
を
検
討
す
る
文
献
も
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
仕
事
の
注
文
者
と
下
請
負
人
（
ω
・
串
冨
討
琶
と
の
関
係
に
お
い
て
、
注
文
者
に
よ
る
下
請
負
人
へ
の
請

求
ー
蝉
＆
自
9
お
9
の
ー
は
契
約
上
あ
る
い
は
不
法
行
為
上
の
い
ず
れ
の
根
拠
に
基
づ
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
八
○
年
代

　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

か
ら
判
例
上
争
わ
れ
、
契
約
上
の
根
拠
に
基
づ
く
と
す
る
も
の
と
不
法
行
為
上
の
根
拠
に
基
づ
く
と
す
る
も
の
の
い
ず
れ
も
が
存
在
し

た
が
、
一
九
九
一
年
の
破
棄
院
大
法
廷
（
ω
Φ
ω
ω
①
判
決
）
は
、
下
請
負
人
と
注
文
者
と
の
間
に
は
契
約
上
の
関
係
が
欠
け
て
い
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
53
）

に
C
C
二
二
八
二
条
以
下
の
不
法
行
為
法
の
み
が
適
用
可
能
で
あ
る
と
の
判
決
を
下
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
学
説
上
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
議
論
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
一
九
九
一
年
の
切
Φ
ω
ω
Φ
判
決
後
も
な
お
議
論
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
に
隣
接
す
る
ス
イ
ス
に
お
い
て
も
状
況
は
同
じ
で
あ
り
、
請
負
契
約
に
関
す
る
体
系
書
・
文
献
に
お
い
て
注
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

者
と
下
請
負
人
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
諸
外
国
を
も
含
め
た
世
界
的
な
法
状
況
の
中
で
、
前
近
代
的
と
い
わ
れ
る
我
が
国
の
下
請
負
の
特
殊
性
を
も
踏
ま
え
た

上
で
他
国
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
我
が
国
に
あ
っ
た
新
た
な
法
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
検
討
課
題
と

し
、
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
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（
4
3
）
く
讐
9
ξ
冨
β
9
雲
窪
①
田
薯
Φ
旨
萄
鴨
お
。
拝
N
．
＞
島
や
中
切
9
蔦
8
N
唇
魯
①
宝
窪
Φ
「
ζ
旦
田
且
9
畠
8
ω
田
鳶
8
ロ
浮
ξ
Φ
魯
け
畏
＞
島
b

寓
的
の
。
蔦
○
£
く
話
窪
1
1
冒
5
器
p
田
薯
震
霞
㊤
鴨
お
。
拝
召
魯
く
○
団
仁
且
ω
Ω
W
卜
＞
島
．
≦
R
器
る
8
・。
忌
8
ω
霞
ω
魯
昌
鼻
H
＜
・
一
亮
碁
讐
窃
｝
矧
弩
8
拝
H
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＞
仁
b
‘
O
●
串
ω
①
O
評
”
N
O
O
OO
コ
』
P
ω
．

（
必
）
く
瞥
ω
寅
9
畠
震
も
巽
け
窒
象
。
B
5
§
目
ω
Ω
切
N
野
9
励
8
屋
β
多
ぎ
戸
ま
。
。
一
臣
套
貫
≦
聾
①
乙
①
○
毎
旨
①
“
・
8
る
5
昌
ρ
ζ
言
魯
窪
霞

囚
O
B
目
N
仁
ヨ
団
○
切
切
目
α
一
ト
》
q
帥
勧
8
“
力
身
る
一
b
出
駒
8
民
N
O
O
㎝
仁
参

（
4
5
）
ω
Ω
餌
d
旨
Φ
一
一
く
■
一
①
■
ζ
巴
一
〇
謹
－
ω
き
困
零
㎝
レ
ω
ρ

（
4
6
）
ネ
ッ
ト
契
約
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
我
が
国
に
お
け
る
日
常
用
語
と
し
て
の
「
ネ
ッ
ト
契
約
」
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
契
約
」
も
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
訳
語
を
当
て
る
こ
と
が
適
切
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
4
7
）
我
が
国
に
お
い
て
、
2
①
9
く
R
q
お
を
紹
介
・
検
討
す
る
文
献
と
し
て
、
橋
本
恭
宏
「
シ
ス
テ
ム
（
ネ
ッ
ト
）
契
約
論
序
説
」
椿
古
稀
『
現
代
取
引

法
の
基
礎
的
課
題
』
三
一
七
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）
、
マ
テ
ィ
ー
ア
ス
・
ロ
ー
エ
（
訳
）
田
中
宏
治
「
複
合
的
契
約
結
合
法
の
新
展
開
」
民
商

　
二
二
〇
巻
一
号
一
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
、
寺
川
永
『
複
合
的
契
約
関
係
の
判
断
構
造
に
関
す
る
一
考
察
』
大
阪
府
立
大
学
研
究
叢
書
（
二
〇
〇
六
年
）
が

　
あ
る
。

（
4
8
）
カ
9
ρ
乞
Φ
け
N
＜
Φ
洋
認
ρ
竃
。
拝
一
8
0。
，

（
4
9
）
国
・
8
搾
∪
器
≦
巽
写
霞
霞
品
段
8
辟
畠
9
号
B
富
冒
α
鴇
9
窪
9
号
Ω
＜
量
お
琶
巴
8
9

（
5
0
）
ω
一
〇
①
良
（
P
お
y
曽
命

（
5
1
）
9
ω
ψ
Ω
＜
≧
○
○。
，
O
ω
，
o。
○。
◎
隼
o
ヨ
H
β
①
9

（
5
2
）
9
ω
9
Ω
ダ
ダ
N
O
。
●
○
器
ρ
U
一
8
こ
錺

（
5
3
）
こ
れ
ら
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
4
9
）
ω
一
8
警
に
よ
る
。

（
5
4
）
ω
①
ω
の
Φ
判
決
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
・
学
説
を
詳
細
に
紹
介
・
検
討
す
る
我
が
国
の
文
献
と
し
て
、
都
筑
満
雄
『
複
合
取
引
の
法

　
的
構
造
』
（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。

（
5
5
）
く
騨
Ω
磐
9
b
R
≦
Φ
葺
＜
Φ
旨
轟
堕
全
＞
島
－
寄
舞
一
①
窪
曾
ど
序
窃
巴
8
窃
村
ぎ
＆
巨
Φ
2
8
ぎ
8
ω
震
琶
讐
日
≦
段
辱
Φ
母
茜
9
貫
N
O
8
巨
9

1
あ
し
の
　
の
り
か
ず
・
法
学
部
准
教
授
1
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